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内発的動機づけに及ぼす外的報酬量の効果

一自已知覚理論による過剰正当化効果の検証一

筑波大学心理学系 山際勇一郎1

Effect　of　amount　of　extrinsic　rewards　on　intrinsic　motivation：A　test　of　se1f－perception　theory　for

overjustification　effect

Yuichiro　Yamagiwa伽∫赫〃加げP靱o肋／o馴、σ〃o㈱めげ乃〃肋伽乃〃肋ろα305，ルμ〃

　　An　experiment　with　manipiIation　regarding　the　amount　of　extrinsic　reward　was　conducted　to

examine　the　va1idity　of　the　exp1anation　that　overjustification　effect　occurs　when　extrinsic　reward

is　more　perceived　as　more　than　cause　of　the　performance　than　intrinsic　motivation．364th－6th

graders　were　random1y　assigned　to　one　of　the　three　conditons：high　reward　conditon，1ow　reward

condition，no　reward　condition．The　reduction　of　intrinsic　motivation　was　more　significant1y　in

the　high　reward　condition　than　in　no　reward　condition，and1ow　reward　condition　was　between

them．It　was　conc1uded　that　the　overjustification　effect　depends　on　the　amount　of　extrinsic

reward．

Key　words1intrinsic　motivation，extrinsic　reward，overjustification

　一般に，行動に対して報酬が与えられると，その

行動の生起頻度は多くなる．しかしながら，Lepper，

Greene，＆Nisbett（1973）の示したように，もとも

と課題に対して興味や関心がある場合は，報酬を与

えると課題に対する興味が低下し，バフォーマンス

も減少する．これは過剰正当化（OVerjuStifiCatiOn）

といい，白己知覚理論（Bem，1967）から説明され

る．自己知覚理論によると，自分の行為についても，

他者の行為の知覚と同じように，自分がおこなった

外に現れた行動を観察することによって自己の内的

状態を推測するとされる．つまり，好きなことをし

て報酬が得られるようになった場合，白分の行為を

報酬を得るためにおこなったのだと解釈するように

なる．、これは，Ke1Iey（1972）の割引原理からさら

に明確に説明ができる．特定の効果を生じさせる原

因が，それと同じ効果を生じさせる可能性のある原

因の存在によって割り引いて過小に評価されるので

1　本研究の実験実施にあたり人問学類生永原茂君の協

　力を得た．ここに感謝の意を表わす．

2　外的報酬の議論はDeci（1975）が詳しい．ただし，訳

　本は誤訳・誤植が多い．

ある．すなわち，関心の低い課題に与えられた外的

な報酬はその行為の原因として帰属され，行動は強

化されるが，もともと関心の高い課題に対しては，

報酬が与えられることで，行為の原因として自分の

興味と報酬の両者が帰属の対象となってしまう．そ

の際，外的報酬の方が自分の興味より大きければ，

行為が外的な報酬に統制されていると知覚し，課題

に対する興味が低下しパフォーマンスが減少すると

考えられる．以上のことから，過剰正当化効果が生

じるためには，行為の原因として，与えられる報酬

の知覚の方が内発的な動機よりも大きいことが重要

であると考えられる．

　さて，Leppereta1．以降，過剰正当化効果につい

て多くの研究がなされてきている．。たとえば，外的

報酬の性質では言語による報酬の効果を調べた研究

や外的報酬に条件をつけたものなどさまざまであ

る2．しかし，自己知覚理論の説明である自分の行動

の知覚が再びおこなわれるという点についてはいく

つかの研究で確認されているが（たとえばFazio，

1982），過剰正当化の理論そのものにっいて検討した

ものは，比較的少ない．そこで，本研究では外的報

酬の量を操作して，内発的動機と外的報酬の関係を
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Tab1e1 各条件群の平均値と標準偏差
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従属変数　　　　報酬量大群 報酬量小群　　　無報酬群

続けたい　　　　一．33（O．49）

おもしろい　　　　．00（O．43）

取り組み時問　　！27．33（48．53）

一．33（O．65）　　．08（0．71）

一．17（0．49）　一．17（0．77）

76．92（104．40）　37．67（71．88）

各条件の人数は12人

数値は平均値（内省は4点評定尺度，取り組み時問の単位は秒；いずれ

も第1セッションから第2セッションを減算）

表中の（）内はSD

　　　　Tab1e2　取り組み時間についての条件の効果

変動因　平方和　　自由度 平均平方　　　F　値

条件の効果

誤　差

48，490．06　　　2
202，636．25　　　33

24，245，03　　3．95＊

6，140．49

全体251，126．3！ 35

＊：カ＜．05

が選んだ箱は大きい方が9人で小さい方が15人で
あつた。

従属変数

　ゲームに取り組んでいる時問と質問紙による内省

報告であった．内省報告は「ゲームを続けたいか」

「ゲームはおもしろかったか」について，「とてもそ

う思う」から「全くそう思わない」の4段階評定で

答えさせた．各測度にっいて第1セッションから第

2セッションを減算し従属変数とした．

結果と考察

　内省報告の「ゲームを続けたいか」「ゲームはおも

しろかったか」およびゲームに取り組んでいた時問

の平均値をTab1e1に示した．分散分析の結果，内省

報告に有意差はなく，取り組んでいた時問のみ有意

であった（Tab1e2）．過剰正当化効果の指標として

内省と自由時問における取り組み時問の従属測度に

一致がみられなかったことについては，北田（1981）

の指摘するように，言語による課題評価は多義的で

あり妥当性に問題があると考えられる．

　取り組み時問については条件の効果が有意であっ

たので，LSD法を用いた多重比較をおこなったとこ

ろ，報酬量大群と無報酬群の問に有意差が認められ

た（LSD＝65．05，5％水準）．報酬量大群で最も内

発的動機の低下が大きく，無幸尾酬群では低下は小さ

かった．無報酬群で取り組み時間が減少した点にっ

いては，課題が］時的な与えられ方をしており，一

過性の興味かもしれないので，課題に対する飽和，

つまり内発的動機の低下と解釈できるだろう．報酬

量小群については平均値の比較においては有意にな

らなかったが，値は報酬量大群と無報酬群の問に位

置している．このことから，希望しなかった報酬が

約束された場合は顕著な過剰正当化の効果は生じな

’いが，報酬に対する期待があるため課題に対する興

味は飽和以上の弱い過剰正当化効果が生じていると

考えられる．したがって，過剰正当化効果は外的報

酬の量に依存している．

　Krug1anski，A1on，＆Lewis（1972）が用いた報

酬の原因を再考させるような場合を除いて，Lepper

et　a1．の実験のように期待がなくて報酬が与えられ

る条件では，報酬は強化子として働き行為の生起頻
度は増カロする．すなわち，この状況では自分の行為

の原因として内発的動機とともに報酬が充分に知覚

されていない．しかし，本研究のように好まないも

のでも報酬を期待することによって，行為の原因と

して報酬が知覚されて内発的動機は低下すると考え

られる．あるいは，Krugkanski　et　a1．のように行

為の原因について再考させる状況であれば過剰正当

化は生じるであろう．このことから，行為の原因が

報酬にあると知覚する程度と内発的動機づけの強さ

との関係は一般的に負の関係にあると考えられる．

ただし，本研究で用いた手続きが正確には量的側面

を検討しているとは言えない．どちらの箱が欲しい

かということを尋ねているので独立変数の報酬期待

の大きさは順序尺度である．行為の原因としての報

酬の知覚と内発的動機づけの関連が直線的なものか

などを検討するためには，期待報酬量を連続させな

ければならない

　また，量的側面の検討の重要性として，最近取り
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上げられることの多い過剰正当化効果の持続性の問

題があげられる．Leppereta1．は1～2週問の持続

性を報告しているが，McCu11ers，Fabes，＆Moran

（1987）では1～2日でもとの水準にもどっていた

ように，］貫した結果が得られていない．持続性は

報酬の量的側面からアプローチしなければならない．

もちろん，課題の性質や興味にも依存しているであ

ろう．本研究を含み多くの研究で用いられているよ

うにその場で課題を示し，その一時的な関心を扱う

場合と趣味のように安定した関心のある場合では異

なってくる．したがって，持続性を検討するために

は，課題の質的な側面を捉えたうえで，報酬の量的

な側面をみていかなければならない

　そのようなことからも，量的側面を統制できる実

験方法上の工夫が必要である．たとえば，本研究に

おいて報酬量小条件群の標準偏差が他群に比べてひ

じょうに大きかった．これは，希望してないものを

与えられたときにとてもうれしかったか残念であっ

たかその程度に個人差があるということである．報

酬に対する知覚，あるいはその帰属の仕方は個人差

が大きいと考えられる．しかし，個人が報酬をどう

知覚するかを直接かつ正確に捉えることは非常に困

難である．いままでの研究で外的報酬の量を系統的

に変化させ検討したものが皆無であるのは続手き上

の困難さにあるように思われる．本研究においての，

2つの報酬のうち期待しない報酬が与えられる条件

を低報酬群とするという手続きも，問接的な証拠に

すぎないかもしれない．今後の課題として，手続き

を工夫し知覚された報酬を系統的に特に量的な側面

を中心に扱っていくことが望まれる．その上で効果

の時問的持続性，特に数時間あるいは1日くらいの

］時的なものなのか，数週間くらいのある程度持続

的なものなのか，時問の関数として捉えられるのか

を検討する必要がある．
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